
資料１ 

「ディスカバー農山漁村
む ら

の宝」（第４回選定） 

グランプリ及び特別賞について（案） 

グランプリ 

NPO 法人 ASO
あ そ

田園空間博物館（熊本県阿蘇市
あ そ し

） 

・道の駅に多言語対応可能な観光窓口を設置し、訪れた外国人旅行者は、平成 27 年ま
での４ヶ年で、約 1,800 人から約 2,900 人に増加

・熊本地震により旅行者が減ったため、通信販売での地元特産品の販売を強化し、平
成 28 年の売上は前年の約 20 倍に増加

特別賞 

(1) フレンドシップ賞（インバウンドに対応した農泊に取り組む優良事例）

大歩危
お お ぼ け

・祖
い

谷
や

いってみる会（徳島県三好市
み よ し し

）

・香港やシンガポールの裕福層の誘客に取り組み、外国人宿泊者数は、直近５ヶ年で
約２千人から約１万５千人に増加

(2) ジビエグルメ賞（捕獲鳥獣をジビエ等に有効活用している優良事例）

古座川
こ ざ が わ

ジビエ振興協議会（和歌山県古座川町
こざがわちょう

）

・ジビエ料理の普及のため、地元小中学校の給食でジビエ料理を提供するとともに、
シカ肉を活用した「里山ジビエバーガー」を開発し、年間３万個を販売

(3) チャレンジ賞（輸出に取り組む優良事例）

（有）飛騨山椒（岐阜県高山市
たかやまし

）

・高齢者による山椒収穫と女性による商品開発に取り組み、フランスの商談会等への
出展により、平成 29 年の輸出額は約２百万円となる見込み

(4) アクティブ賞（女性や高齢者、障害者が活躍している優良事例）

社会福祉法人 こころん（福島県泉崎村
いずみざきむら

）

・障がい者の社会参加、就業支援のため地域の農産物や加工品を販売する直売所を運
営し、直近５ヶ年で売上が約２千万円から約５千８百万円と約３倍に増加

(5) プロデュース賞（６次産業化の推進に取り組む優良事例）

釜石地方森林組合（岩手県釜石市
かまいしし

）

・東日本大震災をきっかけに、他業種との連携による新たな木製品を開発し、直近２
ヶ年で売上が約４百万円から約６百万円に増加



資料２ 

グランプリ及び特別賞選定に係る有識者懇談会委員の主なコメント 

賞 名 地 区 名 有識者懇談会委員のコメント 

グランプリ 
ＮＰＯ法人 

ＡＳＯ
あ そ

田園空間博物館 

・田園空間博物館にあらゆる人が参加できる仕組みを

構築し実現した取組

・総合力と今後の企画力に期待

・多言語対応可能な観光窓口機能を確立させ、インバ

ウンドを増加させている点、震災復興では、通販事

業を強化し売上を確保した点を評価

・積極的なインバウンド対策、SNS を有効利用した戦

略、熊本地震からの復興ストーリー

フレンドシップ賞 大歩危
お お ぼ け

・祖
い

谷
や

いってみる会 

・外国人宿泊者数の驚異的増加

・中山間地域として素晴らしいレベルだが、平場では

これを大きく超える規模のものもあるので、今後の

更なる取組に期待

・各ホテルを売り込むのではなく、ホテル５社が協力

し、地域を売り込むことを大命題とし、特に外国人

観光客を大幅に増加させた点を評価

ジビエグルメ賞 古座川
こざがわ

ジビエ振興協議会 

・ジビエに対するイメージアップに積極的に取り組

み、ハンバーガーの開発、学校給食への導入に取り

組んでいる点を評価

・ジビエの教育や里山ジビエバーガーの普及に寄与

・ジビエの販路はプロユースが多いが、地元へも目配

りしている点を評価

チャレンジ賞 （有）飛騨山椒 

・地域の宝物のブランド化に成功、女性のアイデアの

勝利 

・高齢化が進む中、山椒農家の数、収穫量とも増加し

ている点、国内だけでなく、海外の商談会にも出展

し販路を拡大している点を評価

・日本生まれの香辛料の逸品、深山の宝を世界にまで

発信しており、まさしく“むら”の宝

アクティブ賞 社会福祉法人 こころん 

・障がい者の就労支援など、今後の地域振興のモデル

・高齢のため継続ができなくなった養鶏場や耕作放棄

地を活用し、障がい者の生活習慣見直し、経済的自

立につなげている点を評価

・特産品販売に障がい者も積極的に参加し、地域復興

にも寄与

プロデュース賞 釜石地方森林組合 

・林業の価値を高め、関わる人材を増やしている

・地域の 90％を占める森林資源に着目し、林業スクー

ルによる次世代リーダー育成、交流人口拡大による

定住、移住を促している点を評価 

・震災復興というストーリー、地域の次世代リーダー

の育成を行っている点を評価



「ディスカバー農山
む

漁村
ら

の宝」有識者懇談会委員 

あん・まくどなるど 上智大学大学院教授、慶應義塾大学特任教授 

今村 司  日本テレビ放送網(株)事業局長 

織作 峰子  大阪芸術大学教授、写真家 

田中 里沙 事業構想大学院大学学長、(株)宣伝会議取締役 

永島 敏行  俳優、(有)青空市場代表取締役 

（座長）林 良博  国立科学博物館館長 

藤井 大介 (株)大田原ツーリズム代表取締役社長、 

(株)ファーム・アンド・ファーム・カンパニー代表取締役社長 

三國 清三  オテル・ドゥ・ミクニ オーナーシェフ

向笠 千恵子   フードジャーナリスト、食文化研究家、

郷土料理伝承学校校長 

横石 知二  (株)いろどり代表取締役社長 

（五十音順：敬称略） 
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「ディスカバー農山漁村の宝」 （第４回選定） 選定地区一覧

社会福祉法人こころん

農福連携～地域と共に生きる 

No.6 福島県 泉崎村 

おりはた環境保全協議会

鶴の恩返しの里から日本一のお米をお届け
します 

No.5 山形県 南陽市 

古座川ジビエ振興協議会

厄介者を地域の宝に！マイナスからプラスへ

No.21 和歌山県 古座川町 

一般社団法人
えん－TRANCEわづか 

基幹産業の6次産業化による挑戦～宇治茶
の産地から世界のティーテラスへ～ 

No.20 京都府 和束町 

株式会社Archis 
世界一高い日本酒が、過疎地域を活性化！ 
～海外富裕層向け 

 “ヴィンテージライスワイン”「夢雀」～ 

No.24 山口県 山口市 

飯南町注連縄企業組合

世界に誇る大しめ縄づくりの伝統を未来へ 

NPO法人ASO田園空間博物館 
田園空間博物館の理念で地域おこしと復興を

No.30 熊本県 阿蘇市 

わかさ29工房 
里山の命をいただき農村の宝にかえる 

No.22 鳥取県 若桜町 

む   ら 

特定非営利活動法人 愛和報恩会

守ろう！中山間地域と農業！命燃やすぜ！

No.12 富山県 富山市 

中川町商工会 

ナカガワのナカガワ、覗いてみませんか？

No.2 北海道 中川町 

農業法人有限会社
わくわく手づくりファーム川北

麦から手作りのビールが担う地域の活性化 

観光物産館農産物販売協議会 

北の湘南から新鮮な伊達野菜をご家庭へ 

No.1 北海道 伊達市 

釜石地方森林組合 

森林を活用した震災復興と地域貢献！ 

No.4 岩手県 釜石市 

明治用水土地改良区

「～疏通千里・利澤萬世～いのちの水、明治用
水」 

No.17 愛知県 安城市 

農事組合法人 土実樹

みかんの里・五ヶ所で地域とともに歩む

No.18 三重県 南伊勢町 

農業生産法人
   株式会社スギヨファーム

里山レストラン＆地元イベントで町おこし！ 

No.14 石川県 七尾市 

「四国の右下・魅力倍増」推進会議 

徳島県南部地域「四国の右下」右上がり！ 

No.25 徳島県 美波町 

大歩危・祖谷いってみる会

100年後も美しい大歩危・祖谷であるために 

No.26 徳島県 三好市 

日高村オムライス街道
推進プロジェクト

みんなが主役！ひろげようオムライス街道の輪
/『日高村オムライス街道』 

No.27 高知県 日高村 

八女地域連携協議会

旅する茶のくに～地域を活かした交流事業～ 

No.28 福岡県 八女市 

ひらの棚田米振興協議会

孔子の流れは棚田に注ぐ賢い子供の棚田米 

No.29 佐賀県 多久市 

木更津市
  観光ブルーベリー園協議会

観光ブルーベリーが創るあたらしい真里谷 

No.7 千葉県 木更津市 

なかしべつ菌床栽培協同組合

椎茸事業で観光・循環福祉型社会づくり 

No.3 北海道 中標津町 

いとう漁業協同組合
富戸支所ダイビングサービス

小さな漁村に年間3万人のダイバーが訪れる 

No.10 静岡県 伊東市 

美山ふるさと株式会社
美山町自然文化村

日本の農山村の「暮らし」で稼いでがっちり 

No.19 京都府 南丹市 
No.23 島根県 飯南町 

糸満市観光まちづくり協議会

祈りのまちの民泊で、つながる絆 太くなが～
く 

No.31 沖縄県 糸満市 

（注）桃色で囲まれた地区は、全国の各ブロックで評価が最も高かった地区

（公財） 生坂村農業公社

信州の小さな村が皆で取り組む元気な農業

No.8 長野県 生坂村 

信州ジビエ研究会

「ジビエといえば信州ジビエ」を目指して 

No.9 長野県 長野市 

特定非営利活動法人
南魚沼もてなしの郷

魚沼産コシヒカリのど真ん中で、選別作業の
実演を見ながら農家の苦労を学びながら、
お米文化をまるごと体験 

No.11 新潟県 南魚沼市 No.13 石川県  川北町 

特定非営利活動法人
ピアファーム

イキイキと働く 癒しの果樹園でおもてなし 

No.15 福井県 あわら市 

（有）飛騨山椒

地域の高齢者や女性の活躍で山椒を世界に! 

No.16 岐阜県 高山市 

む  ら

む ら

参
考

 ２



No.1 観光物産館 農産物販売協議会 

北の湘南から新鮮な伊達野菜をご家庭へ 

成 果 

北海道 伊達市 

概 要 

農園名、生産者の写真など商品の解説 

ルバーブジャム講習会の様子

物産館直売所の全景 

国内観光 ６次産業化 地産地消 

●冬も人気の直売所にしようと冬
季も観光物産館を営業。

●ハウス栽培の導入促進により、
冬野菜の生産拡大に取り組む。

●出店されている農産物の品質管
理にも取り組む。

●ジャムやフラワーアレンジメン
トの講習会を開催し、生産者と
消費者との交流も図る。

●冬季営業により、新鮮な冬野菜
を栽培する農家が増加し、農閑
期の収入源となっている。

●農産物の売上は、1.4億円から
4.2億円に増加（H24-H28）。

●遠方からの来館者も増え、観光物
産館の入館者数は、66万人から
140万人（H24-H28）に増加。

●伊達野菜の知名度アップに繋がり、
観光拠点としても地域に貢献。

だ て し 

No.1 



No.2 中川町商工会 

ナカガワのナカガワ、覗いてみませんか？

成 果 

北海道 中川町 

概 要 

６次産業化 地産地消 

●中川町ブランドとして「ナカガ
ワのナカガワ」を立ち上げ。

●特産品、ポスター、包装紙等の
デザインを統一。

●ハスカップサイダーや放牧牛ソ
フトクリーム等の特産品を開発。

●東京都世田谷区にサテライトス
ペースを設け、中川町のイベン
ト情報を発信、特産品も販売。

●デザインの統一により、商品が目
に留まりやすくなったと反響を呼ぶ。

●東京出店により、特産品の販路が
拡大し、固定客も獲得。

●ハスカップサイダー等のサイダーの
販売は、4,800本から7,200本に
増加（H27-H28）。

●ＰＲ活動の結果、中川町への観光
客が前年度より約3,000人増加
（H28）。

「食」の 
提供・活用 

中川町の放牧牛の牛乳
を使ったソフトクリーム 

統一化したデザインで中川町をPR 

東京都世田谷区にあるサテライトスペース 

なかがわちょう

なか  がわ ちょう 

No. 2 



No.3 なかしべつ菌床栽培協同組合 

椎茸事業で観光・循環福祉型社会づくり 

成 果 

北海道 中標津町 

概 要 

●小学校跡地を利用してブランド
椎茸「想いの茸」を生産販売。

●栽培終了後の菌床を近隣の農家
へ肥料として無償提供。

●地元住民や一般観光客向けに
「シイタケ狩り」など椎茸生産
施設の見学会を実施。

●中標津町の交流事業により外国
人の視察団を受け入れ。

●過疎化しつつある地域で高齢者
や障がい者を含む45名の雇用を
創出。

●組合全体の椎茸生産量が年間約
500トンになり、椎茸が新たな地
域資源に。

●「シイタケ狩り」の実施により、椎
茸生産施設が観光施設としての
役割も担い、地域活性化に貢献。

「食」の 
提供・活用 雇用 

廃棄物の 

有効活用 

中標津産しいたけの
栽培施設の様子 

外国人による視察 

地域住民を施設見学へ招待 

きん  しょう 

なかしべつちょう 

No.3 



No.4 釜石地方森林組合 

森林を活用した震災復興と地域貢献！ 

成 果 

岩手県 釜石市 

概 要 

●地元企業や障がい者施設と連携
して、木材の生産、加工、販売
を一元的に行う体制を確立。

●木材を活用した一合枡、家具、
被災者再建住宅等を開発販売。

●次世代の地域リーダーの育成の
ため、外国企業の支援を受けて
林業スクールを開講。

●森林を通じた地域の魅力発信に
向けて、森林体験プログラムを
事業化。

●他業種との連携により、木製品の
開発、大量発注、地域内での受
注対応が可能になった。

●木製品の売上は、約400万円か
ら約600万円に増加（H26-H28）。

●林業スクールの受講者から、２年
間で10名が林業関係に就業。

●森林体験プログラムを通じて、全
国に組合の「応援団」が生まれた。

子ども 

（教育・体験） 
６次産業化 復興 

林業スクールの受講生 

木質バイオマスを集める森林体験 

釜石の木と鉄を使った製品を開発 

かまいしし 

かま   いし 

No.4 



No.5 おりはた環境保全協議会 

鶴の恩返しの里から日本一のお米をお届けします 

 

成 果 

山形県 南陽市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

  
 

 

概 要 

 

 

●集落をあげた農村環境保全活動
や小学校の農業体験活動を実施。 

●協議会で統一した基準を満たし
た地域ブランド米を生産販売。 

●「鶴の恩がえし」米を商標登録
し、地域のブランド力を強化。 

●出荷先と提携して吟醸酒を開発。 

●新規需要米の輸出にも取り組み、
持続可能な地域農業を展開。 

 

●農村環境保全活動により、農業
者が集まる機会が増え、集落が活
性化。 

●ブランド米や吟醸酒の開発により
新たな販売経路を確保。 

●ブランド米の売上は、460万円か
ら820万円に増加（H24-H28）。 

●新規需要米の輸出額が600万円
から800万円に増加（H24-H28）。 

 

 

 

自然・景観 
「食」の 
提供・活用 輸出 

地域で取れたお米のブランド化 

地元小学生の農業体験活動を指導 

出荷先の都内料理店従業員との交流 

 

なんようし 

            

No.5 



No.6 社会福祉法人 こころん 

農福連携～地域と共に生きる 

 

成 果 

福島県 泉崎村 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

  
 

 

概 要 

 

６次産業化 

 

●障がい者の社会参加、就業支援
のため、地域の農産物や加工品
を販売する直売所を運営。 

●耕作放棄地を再生利用し、無農
薬、無化学肥料で農産物を栽培。 

●継続できなくなった養鶏場を引
き継ぎ鶏卵養鶏を実施。 

●高齢化が進む団地や東日本大震
災の仮設住宅へ野菜や加工品を
移動販売。 

 

●直売所の売上は、約2,000万円
から約5,800万円に増加
（H24-H28）。 

●売上増加により、工賃も向上し、
障がい者の経済的自立に寄与。 

●自家生産の農産物の売上は、約
120万円から約330万円に増加
（H24-H28）。 

●障がい者への理解が進み、利用
者が地域にとけこむことができ
た。 

 

 

 

医療・福祉 

 

復興 

直売所こころや 

養鶏場で採卵した鶏卵 

仮設住宅への移動販売 

いずみざきむら 

No.6 



No.7 木更津市観光ブルーベリー園協議会 

観光ブルーベリーが創るあたらしい真里谷 

 

成 果 

千葉県 木更津市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

  
 

 

概 要 

 

 

●全農園が統一した無農薬、有機
肥料中心のブルーベリー栽培方
法を採用。 

●女性の視点による加工品の開発
やカフェの開店などに取り組む。 

●障がい者の自立した生活実現の
ため、20名の障がい者を雇用。 

●観光農園だけでなく、景観美化
などの地域づくりに取り組む。 

 

●会員農園が５園から10園に増
加（H19-H28）。 

●来園者は、約4,800人から約
12,000人に増加（H22-H28）。 

●加工品の売上は、約1,000万円
から約1,900万円に増加
（H24-H28）。 

●駅や小学校にもブルーベリーが
植栽され、地域づくりに貢献。 

 

 

 

医療・福祉 

 

む  ら 

自然・景観 女性の活躍 

様々な加工品の開発・販売 

障がい者が活躍する観光農園 

きれいに整備された農園 

き さら づ し 

 き  さら   づ   し  

No.7 



No.8 （公財） 生坂村農業公社 

信州の小さな村が皆で取り組む元気な農業 

 

成 果 

長野県 生坂村 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

  
 

 

概 要 

 

 

●農業後継者不足と耕作放棄地の
解消を目指して公社を設立。 

●40歳未満の家族を対象に新規就
農研修を行い、営農指導から販
路開拓までを指南。 

●新規就農者に農地の手配や村営
住宅の提供など一体的に支援。 

●女性を中心とした特産品開発や
食堂経営に取り組む。 

 

●新規就農研修により、1,800人
の村に毎年１世帯が定住。 

●新規就農者の増加により、水田
や耕作放棄地をぶどう畑へ転換。 

●特産品や食堂で毎年約4,700万
円（H24-H28の平均）を売上。 

●地元産の小麦を使用したおやき
や饅頭は年10万個を売る看板
商品に。 

定住・移住 

 

 

 

   

女性の活躍 ６次産業化 

耕作放棄地を活用した大豆栽培 

先輩農家による研修生指導 

女性のアイデアを活かした特産品の開発 

 いく  さか   むら  

いくさかむら 

No.8 



No.9 信州ジビエ研究会 

「ジビエといえば信州ジビエ」を目指して 

 

成 果 

長野県 長野市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

企業  

 

 

 

 

 

 
 

   

  
 

 

概 要 

 

 

●長野県と協働し、信州産シカ肉
の処理、加工、販売を行う施設
の認証制度を創設。 

●ジビエの需要の拡大に向けて、
商談会の開催や情報発信を実施。 

●シカ肉に関する知識と調理技術
を持ち、指導も行えるマイス
ターを養成。 

 

●県内の大手スーパーマーケット
11店舗において信州産認証シ
カ肉を販売。 

●大手食品企業と連携した新商品
開発により需要が拡大。 

●ＪＲや長野県等と連携したイベ
ント等による情報発信を実施。 

●４年間で91名のマイスターを
養成。家庭向け料理教室を８回
開催。 

 

 

 

 

   

ジビエ 国内観光 

大手スーパーの店頭に並ぶ認証製品 

企業と連携して信州ジビエフェア開催 

シカ肉料理の普及啓発活動 

なが の し 

                    

 しん しゅう 

しん しゅう 

No.9 



No.10 いとう漁業協同組合 富戸支所ダイビングサービス 

小さな漁村に年間３万人のダイバーが訪れる 

 

成 果 

静岡県 伊東市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

  
 

 

概 要 

 

 

●登録漁船27隻の小さな漁村でダ
イビングサービスを開始。 

●アオリイカの増殖とダイバー誘
客のため、アオリイカ産卵床を
設置。 

●漁師が海鮮BBQで朝獲れ魚を振
舞ってダイバーと交流。 

●親子連れや修学旅行生など都市
部からシュノーケリング体験も
受け入れ。 

 

●漁業と観光業の両立で漁業外所
得が向上、地域も活性化。 

●アオリイカ産卵時期のダイビン
グ客は、年間約9,000人から約
1.1万人に増加（H24-H28）。 

●シュノーケリング体験者は、約
400人から約1,100人に増加
（H24-H28）。 

●ダイビングショッピングの経営
者等の８割が都市からの移住者。 

 

 

 

 

   

自然・景観 定住・移住 地域活性 

 

アオリイカの産卵を観察するダイバー 漁業者による産卵床の設置 

都市部からのシュノーケリング体験の受け入れ 

          

  ふ   と   

い とう  し 

No.10 



No.11 特定非営利活動法人 南魚沼もてなしの郷 

魚沼産コシヒカリのど真ん中で、選別作業の実演を見ながら
農家の苦労を学びながら、お米文化をまるごと体験 

 

成 果 

新潟県 南魚沼市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

  
 

 

概 要 

 

 

●おにぎり、甘酒、和菓子の店舗
を巡る「塩沢宿もてなし手形」
を企画し、旅行会社へ販売。 

●お米の選別や食べ比べ、餅つき
体験などの郷土料理体験をメ
ニュー化。 

●玄米食体験として郷土料理「け
んさん焼き」をアンテナショッ
プで販売。 

 

●魚沼産コシヒカリ発祥の地とし
ての知名度向上。 

●「塩沢宿もてなし手形」は年間
３万人が利用。 

●外国人旅行者数が50人から
150人に増加（H24-H28）。 

●観光客の滞在時間が増加し、地
域の土産物店等の売上が向上。 

 

 

 

 

   

「食」の 
提供・活用 

インバウンド 
子ども 

（教育・体験） 

宿場町を再現した塩沢宿牧之通り 

お米食べ比べ体験の様子 

外国人ツアーによる餅つきの様子 

みなみうおぬまし 

 みなみうお ぬま    さと   

No.11 



No.12 特定非営利活動法人 愛和報恩会 

守ろう！中山間地域と農業！命燃やすぜ！ 

 

成 果 

富山県 富山市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●中山間地域の担い手がいない畑
や水田を障がい者の力で耕作。 

●製造した加工品の移動販売車で
の販売や、高齢者宅への弁当宅
配を実施。 

●地元和紙製造所と連携して楮和
紙の復活に取り組む。 

●国内外の被災地等への支援に取
り組む。 

 

●農村地域社会の維持に貢献。 

●耕作面積は、4.0haから5.5haに
増加（H25-H28）。 

●農産物や加工品などの売上は、
約2,100万円から約2,400万円
に増加（H25-H28）。 

●農業や被災地支援が障がい者の
生きがいに繋がっている。 

 

 

 

 

   

６次産業化 医療・福祉 
中山間地
域の発展 

製造した加工品の移動販売 

収穫したコシヒカリでおだんごの製造 

収穫した野菜の選別作業 

 あい  わ   ほう   おん かい  

と やま し 

こうぞ 

No.12 



No.13 農業法人 有限会社 わくわく手づくりファーム川北 

麦から手作りのビールが担う地域の活性化 

 

成 果 

石川県 川北町 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●農村の衰退が進む中、休耕田を
利用して麦を栽培。 

●大学と連携し、生産した六条大
麦の機能性成分に着目した「金
沢百万石ビール」を開発。 

●駅の売店等で販売する小麦ビー
ル、金沢駅限定のビールも開発。 

●東南アジアへの輸出拠点として
シンガポールにアンテナショッ
プを開設。 

 

●ビールのラインナップが充実し、
売上は、約2,400万円から約
1.5億円に増加（H24-H28）。 

●六条大麦の仕入量は、約8.4tか
ら約22tに増加（H24-H28)。 

●雇用者数は、８人から13人に
増加（H22-H28）。 

●北米にもオリジナルビールの輸
出を開始。 

 

 

 

 

   

６次産業化 地産地消 輸出 

休耕田を利用した大麦圃場 

醸造所・産直物産館等の外観 

金沢百万石ビールのラインナップが充実 

かわきたまち 

       

        

 かわ きた 

No.13 



No.14 農業生産法人 株式会社 スギヨファーム 

里山レストラン＆地元イベントで町おこし！ 

 

成 果 

石川県 七尾市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●耕作放棄地の再生を目指し、農
業参入。 

●練り製品を製造する親会社や学
校給食等に農産物を供給。 

●ジャムやドレッシングへの加工、
レストランの開設等、６次産業
化に取り組む。 

●レストランや農場を活用した地
元主役のイベントを開催。 

 

●耕作する農地は、約4.8haから
約60haに拡大。（H19-H28） 

●平成27年開設のレストランは、
約2,400人が訪れ、約450万円
を売り上げ（H28）。 

●レストランは、地元のイベント
の場としても機能し、地域にも
貢献。 

 

 

 

 

   

６次産業化 
「食」の 

提供・活用 地域活性 

収穫された食材を使って料理教室を実施 

ヨガとビュッフェを合わせたイベント等を実施 農場の一部施設を改修し、 
レストランをオープン 

なな お し 

                  

         

No.14 



No.15 特定非営利活動法人 ピアファーム 

イキイキと働く 癒やしの果樹園でおもてなし 

 

成 果 

福井県 あわら市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●耕作放棄地や廃園した梨園を、
障がい者の就業の場として、果
樹を栽培。 

●引退した農園主の指導の下で栽
培。ジュース等への加工も実施。 

●直売所を開設し、生産した農作
物、加工品のほか、契約した農
家の農産物も販売。 

●ブドウ農園での摘み取り体験を
開始し、外国人旅行者も受入れ。 

 

●生産した農作物の売上は、約
1,600万円から約2,200万円に
増加（H24-H28）。 

●直売所の売上は、約2,500万円
から約2.1億円に増加（H24-
H28）。 

●障がい者の取組が、耕作放棄地
の再生や地域の活性化に貢献。 

 

 

 

 

   

６次産業化 地産地消 医療・福祉 

梨の栽培、収穫をするメンバーとスタッフ 

耕作放棄地の開墾作業 

６次化商品の梨ジュースが好評 

                                   

No.15 



No.16 （有） 飛騨山椒 

地域の高齢者や女性の活躍で山椒を世界に！ 

 

成 果 

岐阜県 高山市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●江戸時代に献上品として扱われ
ていた飛騨山椒をブランド化。 

●高齢者の協力により、安定した
収穫体制を構築し、女性社員を
中心に、商品開発に取り組む。 

●デパートの催事への出展や通信
販売により国内の販路を拡大。 

●海外では、ミラノ博、フランス
のパリやリヨンの商談会等へ出
展。 

 

●山椒の生産農家は、45軒から
60軒に増加（H18-H28）。 

●山椒の買取量は、6.3tから7.9t
に増加（H24-H28）。 

●新商品の売り上げは、約180万
円から約220万円に増加
（H25-H28）。 

●商談会等への出展の結果、平成
29年度の輸出額は、200万円
程度となる見込み。 

 

 

 

 

   

輸出 女性の活躍 
高齢者の 

活躍 

国際外食見本市への出展 

地元高齢者による山椒収穫 

女性正社員による商品開発会議 

たかやまし 

 ひ    だ     

No.16 



No.17 明治用水土地改良区 

「～疏通千里・利澤萬世～いのちの水、明治用水」 

 

成 果 

愛知県 安城市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●上流の水源林の保全活動や水質
監視活動を継続して実施。 

●明治用水女性部を中心に、親子
体験学習イベントを毎月開催。 

●明治用水を通じた水、農、食、
環境を学ぶ機会を提供。 

●地域住民とのパートナーシップ
を図るため、イベント開催や、
水路の上の遊歩道化等も実施。 

 

●造林事業を行い、約540haの水
源涵養林を所有。現在は体験活
動の場としても活用。 

●体験学習やイベントへは毎年約
2,000人程度が参加。 

●教育活動の継続により、社会教
育や環境保全の学習に貢献。 

●水を守る努力や明治用水の工業
を含む地域への貢献を継承。 

 

 

 

 

 

   

女性の活躍 自然・景観 
子ども 

（教育・体験） 

実習田「水の駅・21枚田」の運営 

「水のかんきょう楽校」の実施 

女性部による食育イベントの実施 

あんじょうし 

そ つう  せん り      り たく ばん せい 

No.17 



No.18 農事組合法人 土実樹 

みかんの里・五ヶ所で地域とともに歩む 

 

成 果 

三重県 南伊勢町 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●後継者問題に、グループで取り
組むために法人化。 

●消費者ニーズに合わせ多様な柑
橘類を栽培。 

●ジュースやアイスクリームなど
への加工。直売所の設置のほか、
列車車内等での販売も実施。 

●集落活動をきっかけに、離農者
の農地を引き受け、経営が拡大。 

 

●法人化により、８名を雇用。 

●経営面積は、約6.3haから約
7.5haに拡大（H24-H28）。 

●農作物、加工品の売上は、約
6,400万円から約7,400万円に
増加（H24-H28）。 

●女性や高齢者のため、労働負荷
の小さいパッションフルーツ栽
培も開始。 

 

 

 

 

 

   

雇用 ６次産業化 地域活性 

土実樹（つみき）の直売所 

土実樹（つみき）の農産物加工品 

パッションフルーツの栽培 

つ      み      き 

みなみいせちょう 

               

No.18 



No.19 美山ふるさと株式会社 美山町自然文化村 

日本の農山村の「暮らし」で稼いでがっちり 

 

成 果 

京都府 南丹市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●京都大学の芦生研究林でネイ
チャーガイドトレッキングツ
アーを開催。 

●積雪期に、地域組織と協力して
「かやぶきの里雪灯廊」ツアー
を実施。 

●ツアーでは地元の食材を使った
弁当やジビエ料理を提供。 

●外国人旅行者向けでは日常の食
事や農作業で異文化を体験。 

 

 

●トレッキングツアー参加者は約
2,000人から約2,700人に増加
（H25-H28）。 

●宿泊客も増加傾向で、特に外国
人旅行者（宿泊）は、約200人
から約1,100人に増加（H25-
H28）。 

●ツアーの地元食材を使った弁当
やジビエ料理が好評。 

●地元食材の活用が増え、地元住
民にも誇りと自信が生まれた。 

 

 

 

 

   

              

ジビエ 農泊 インバウンド 

かやぶきの里 雪灯廊風景 

協働調理による日常の体験 

ネイチャーガイドトレッキング 

み やま み やま ちょう   

なんたんし 

シカ肉を活用した料理 

No.19 



No.20 一般社団法人 えん-TRANCEわづか 
基幹産業の６次産業化による挑戦 

～宇治茶の産地から世界のティーテラスへ～ 

 

成 果 

京都府 和束町 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●宇治茶の主産地として、お茶の
６次産業化を推進。 

●旅行者が気軽にお茶を飲める・
買える・楽しむカフェを開設。 

●カフェでは、日本茶インストラ
クターによるお茶の入れ方講座
などを実施。 

●レンタサイクルなど観光の拠点、
生産者と事業者を繋ぐ場として
も機能。 

 

●カフェ来館者は6,200人から
1.6万人に増加（H24-H28）。 

●売上も、700万円から2,500万
円に増加（H24-H28)し、効果
は周辺施設にも波及。 

●外国人観光客数は、個人旅行も
含め39人から3,055人に増加
（H24-H28)。 

●カフェでの情報発信を通じ、和
束茶やその加工品の取引も増加。 

 

 

 

 

   

              

インバウンド 国内観光 ６次産業化 

外国人旅行者に茶畑でお茶を販売 

美味しいお茶の淹れ方講座 

会員の手作りで生まれた和束茶カフェ 

わづかちょう 

と  ら   ん  す 

No.20 
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No.21 古座川ジビエ振興協議会 
厄介者を地域の宝に！マイナスからプラスへ 

 

成 果 

和歌山県 古座川町 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●良質な肉質を確保するため、食
肉向けの捕獲、処理方法の講習
会を実施。 

●ジビエ料理の普及のため、シカ
肉を活用した「里山のジビエ
バーガー」を開発。 

●ジビエバーガー購入者の中から
抽選でジビエ体験ツアーに招待。 

●地元での認知度向上のため、調
理講習会を開催し、地元小中学
校の給食でジビエを提供。 

 

●狩猟者を対象にした講習会で、
２年間で95人を育成（H27-
H28）。 

●「里山のジビエバーガー」は和
歌山県、大阪府内で年間３万個
を販売。 

●ご当地バーガーグランプリにも
出展し、ジビエをPR。 

●学校給食での提供は、食を通じ
た命の大切さや地元産業につい
て伝えることに繋がった。 

 

 

 

 

   

              

ジビエ 
「食」の 
提供・活用 鳥獣被害防止 

「里山のジビエバーガー」グランプリ獲得 

体験ツアー「ちびっこハンターになろう」 

地元小中学校の給食でジビエ料理提供 

こざがわちょう 

 こ         ざ      がわ 
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No.22 わかさ２９工房 

里山の命をいただき 農村 の宝にかえる 

 

成 果 

鳥取県 若桜町 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●首都圏、関西圏の約100店舗の
レストランへジビエを供給。 

●鳥取県内のスーパーで通年販売
され、家庭でもジビエが普及。 

●施設における解体処理頭数は、
年間約260頭から約1,860頭に
増加（H26-H28）。 

●若桜町で捕獲した頭数の35％
（H28）をジビエ利用。 

 

 

 

 

む  ら 

に      く    

ジビエ 
「食」の 
提供・活用 鳥獣被害防止 

ジビエ処理技術、衛生管理の後継者育成 

首都圏シェフとの交流を通じ、安心安全なジビエをPR 

全国へのジビエ普及 

 

●捕獲数が増えている鳥獣を里山
の恵みとして特産化を推進。 

●全国のシェフの視察を受け入れ、
安心安全なジビエや豊かな自然
をPR。 

●処理施設の衛生管理の向上を図
るため、研修等を実施し、県版
HACCPを取得。 

●保冷車で集荷することで、夏季
や遠隔地にも対応。猟師が持ち
込んだシカは全頭受け入れ。 

わかさちょう 

わかさちょう 

No.22 



No.23 飯南町注連縄企業組合 

世界に誇る大しめ縄づくりの伝統を未来へ 

 

成 果 

島根県 飯南町 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

 

 

 

   

い い な ん  ちょう   し      め  な わ    

伝統・継承 インバウンド ６次産業化 

しめ縄づくり体験の実施 

外国からの観光客のみなさん 

出雲大社神楽殿の大しめ縄（昭和56年） 

 

●大しめ縄の技術継承が、担い手
の高齢化等により、困難になり、
企業組合を設立。 

●大しめ縄の受注のほか、正月飾
り等の小物の作成も実施。 

●生産活動を通じ、活動費や雇用
の場を確保。 

●大しめ縄の制作現場を外国人を
はじめ一般に公開するとともに、
しめ縄作りの体験も実施。 

 

●大しめ縄の奉納本数は、年間４
本から40本に増加（H24-
H28）。 

●土産用の小物が定着するととも
に、海外からも大しめ縄を受注。 

●農家から稲わらの買い入れ量が
増加し、農家の副収入に貢献。 

●見学と体験に、約200名の外国
人旅行者を受け入れ（H28）。 

お土産用小物商品 

いいなんちょう 

No.23 



No.24 株式会社 Archis 

世界一高い日本酒が、過疎地域を活性化！ 

～海外富裕層向け“ｳﾞｨﾝﾃｰｼﾞﾗｲｽﾜｲﾝ”「夢雀」～ 

 

成 果 

山口県 山口市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

 

 

 

   

あ － き す 

伝統・継承 輸出 女性の活躍 

ｳﾞｨﾝﾃｰｼﾞﾗｲｽﾜｲﾝ“夢雀”（むじゃく） 

ドバイでの夢雀プロモーション 

海外エレメンツショップでのオープニングイベント 

 

●地域活性化のために始めた米づ
くりと名水百選の水を活かし、
日本酒を醸造。 

●世界の富裕層に認められるため
のブランド戦略により、世界へ
発信。 

●プレミアム感の創出などにより
付加価値を高めている。 

●古民家を地域のコミュニケー
ションの拠点として再生。 

 

●「ビンテージライスワイン」と
して、海外展開。 

●ドバイでは約60万円、香港で
は約20万円の値段で販売。 

●農家が地元酒造から今までより
高く米を買ってもらうことがで
き、農家の所得向上に貢献。 

●再生した古民家を拠点に地元農
家や大学生による田植えフェス
ティバルを開催。 

やまぐちし 

む じゃく 
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No.25 「四国の右下・魅力倍増」推進会議 

成 果 

徳島県 美波町 

 

 

     

 

地産地消 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

国内観光 

 

●徳島県南部地域の知名度向上の
ため、１市４町が連携。 

●「南阿波」を冠した「南阿波グ
ルメ」を開発。 

●「四国の右下」食の博覧会の開
催などにより、情報発信。 

●イベントと連携し、販路拡大の
ためのマルシェを開催。 

 

●「四国の右下」食の博覧会の参
加者は約4.3万人から約5.5万人
に増加（H25-H28）。 

● 「南阿波グルメ」の売上は、
約1,200万円から約2,000万円
に増加（H25-H28）。 

● マルシェの開催数は4回から 

 10回に増加（H26-H28）。 

 

 

 

 

 

 

「食」の 
提供・活用 

 

徳島県南部地域「四国の右下」右上がり！ 

 

毎月一度マルシェを開催 

ご当地グルメの開発・販売 モニターツアーの実施 

みなみちょう 

みなみあわ みなみあわ 

みなみあわ 

No.25 



No.26 大歩危・祖谷 いってみる会 

成 果 

徳島県 三好市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

自然・景観 インバウンド  

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 
 

●道路網の充実で通過点となるこ
とを危惧し、ホテル5社で会を立
ち上げ。 

●香港やシンガポールの裕福層を
中心にインバウンドの誘客に行
政と連携して取り組む。 

●地域資源を活かしたイベントや
ツアーを企画、実施。 

●郷土料理の発掘、新名物や土産
品の開発にも取り組む。 

 

●会員ホテルへの宿泊客は、約
5.8万人から約7.4万人に増加
（H24-H28）。 

●外国人宿泊者数は、香港の個人
客を中心に、約2,000人から約
1.5万人に増加（H24-H28）。 

●これに伴って、地域のゲストハ
ウスや民宿の宿泊客も増加。 

●路線バスやタクシー乗客が増え
るなど、地域に効果が波及。 

 

 

 

 

 
 

 

100年後も美しい大歩危・祖谷であるために 

オプショナルツアーの造成 

ウォーク大会などのイベントの実施 

海外でのプレゼンテーションの実施 

みよし し 

おお ぼ け      い  や 

農泊 

 おお  ぼ    け                    い   や                                                                          

No.26 



No.27 日高村オムライス街道推進プロジェクト 

成 果 

高知県 日高村 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●特産のトマトと地元のお店で供
されているオムライスを繋いだ
活性化を実施。 

●キャンペーンやイベント出展、
シェフによる料理教室等を実施。 

●サイクリングコースやレンタサ
イクルの整備、外国語パンフ
レットの作成にも取り組む。 

●JA出資法人が新規就農者の育
成・研修を行い、独立就農を支
援。 

 

●オムライス、トマトにより村の
知名度が向上。  

●オムライスの提供数は約3.8万
食から約6.9万食に増加（H26-
H28）。 

●シュガートマトの消費量が増え、
トマトハウスが新設されるなど、
雇用や所得の向上に貢献。 

●村内の賑わいが村民の誇りにつ
ながった。 

 

 

 

 

   

 

「食」の 
提供・活用 

 

みんなが主役！ひろげようオムライス街道の輪 

/ 『日高村オムライス街道』 

オムライスを軸に地域が一体となって村おこし 

シェフの出張料理教室 

特産のシュガートマト 

子ども 

（教育・体験） 
地産地消 

ひだかむら 

  ひ  だか   むら                                                                    

ひ    だか  むら 
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No.28 八女地域連携協議会 

成 果 

福岡県 八女市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

インバウンド  伝統・継承 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

国内観光 

 

●市町村合併で多様になった観光
資源を活用した観光事業を推進。 

●バスツアーを中心に新たな旅行
商品を開発、催行。 

●大都市へアンテナショップを開
設し、農産品等の直売とあわせ
て観光情報も発信。 

●香港向けモニターツアー等外国
人観光客向けの取組も実施。 

 

●観光客数は、約90人から約
1,000人に増加（H24-H28）。 

●アンテナショップでの販売は、
約6,000万円から約9.3億円に
増加（H25-H28）。 

●地域の人材のガイドとしての活
用や農家の生産の意欲向上によ
り、地域の所得向上に繋がった。 

 

 

 

 

 

 
 

旅する茶のくに～地域を活かした交流事業～ 

ツアーバスの運行 

アンテナショップに観光案内ブースの設置 

棚田の石積み体験 

や め し 

  や    め                      
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No.29 ひらの棚田米振興協議会 

成 果 

佐賀県 多久市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

自然・景観 

 

６次産業化 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●棚田を活かした地区の活性化の
ため、棚田米のブランド化に取
り組む。 

●試食販売やインターネットでの
販売により棚田米をPR。 

●減化学肥料に取り組むとともに、
進物用の米は、水車で精米し高
付加価値化。 

●収穫体験と棚田散策イベントに
よる交流・PR事業も実施。 

 

●試食販売などでPRに取り組み、
販売量は、約2.5tから約11tに
増加（H24-H28）。 

●売上も、約90万円から370万
円に増加（H24-H28）。 

●イベントの景品やふるさと納税
の返礼品に利用されている。 

●イベントへの参加者も36人か
ら58人に増加（H26-H28） 。 

 

 

 

 

 

「食」の 
提供・活用  

孔子の流れは棚田に注ぐ賢い子供の棚田米 

イベントで脱穀作業に挑戦 

稲刈り体験イベントの実施 

直売所等で試食販売キャンペーン 

た く  し 
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No.30 NPO法人 ASO田園空間博物館 

成 果 

熊本県 阿蘇市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

インバウンド ６次産業化 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●道の駅と連携し多言語対応可能
な観光案内窓口を設置。 

●７カ国の留学生から自国向けに
SNS発信を実施。 

●地元高校と連携し、草原維持に
重要な赤牛を使った弁当を開発。 

●熊本地震により、旅行者が減っ
たため、通信販売を強化。 

 

●窓口に訪れた外国人旅行者は、
約1,800人から約2,900人に増
加（H24-H27、H28は熊本地
震により減少）。 

●弁当の売上は、200万円から約
500万円に増加（H25-H27、
H28は熊本地震により減少）。 

●通信販売事業の売上は、約200
万円から約3,900万円（H27-
H28）に増加し、生産者の震災
後の事業継続に寄与。 

 

 

 

復興 

 

 
 

田園空間博物館の理念で地域おこしと復興を 

観光案内所にフランス人職員を配置 

熊本地震後の販売所の様子 

高校生プロデュース弁当レシピ発表会の様子 

あ そ し 

 あ  そ    
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No.31 糸満市観光まちづくり協議会 

成 果 

沖縄県 糸満市 

 

 

     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

インバウンド  

 

子ども 

（教育・体験） 

 

 

 

 

  
 

 

概 要 

 

 

●閑散期解消のため、サマース
クールの受入を実施。 

●インバウンドや大人向け体験メ
ニューの開発。 

●簡易宿所営業許可取得の指導や
英語講習会など、受入農家をレ
ベルアップ。 

●地元テレビ放送等において、農
家も参加したPR活動を実施。 

 

●修学旅行の受入者数は、約500
人から約3,400人に増加
（H24-H28）。 

●年間を通しての活動の場の広が
りにより農家の所得向上に貢献。 

●メールやSNSを活用した情報発
信等の広報活動が活発化。 

 

 

農泊 

 

 

 
 

 

祈りのまちの民泊で、つながる絆 太くなが～く 

糸満市の活発な取組が地方TVで放映 

収穫の喜びを味わうサマースクール 

沖縄の伝統文化を学ぶ農泊 

いとまんし 

いと  まん  し                    
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